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指定管理施設・出資法人調査特別委員会会議録 

日   時   令和４年７月１２日（火）      開会時間 午前１０時００分 

閉会時間 午後 ３時４４分 

 

場   所   委員会室棟第４委員会室 

 

委員出席者   委 員 長  渡辺 淳也 

        副委員長  志村 直毅 

        委  員  乙黒 泰樹  鷹野 一雄  向山 憲稔  浅川 力三 

              久保田松幸  古屋 雅夫  笠井 辰生  杉原 清仁 

              長澤  健  飯島  修 

 

委員欠席者   な し 

 

説明のため出席した者 

        知事政策局長 長田 公  知事政策局次長 内藤 卓也 

        国際戦略グループ国際戦略監 羽田 勝也 

        秘書課総括課長補佐 小池 一尚 

 

        県土整備部長 飯野 照久 

        県土整備部理事（県土整備部次長事務取扱） 椎葉 秀作 

        県土整備部技監 秋山 久  県土整備部技監 若尾 洋一 

        県土整備総務課長 古屋 登士匡  都市計画課長 五味 勇樹 

 

        福祉保健部長 成島 春仁  福祉保健部次長 下條 勝 

        福祉保健総務課長 村松 茂樹  障害福祉課長 山本 英治 

 

        県民生活部長 小林 厚  県民生活部次長 百瀬 友輝 

        県民生活総務課長 望月 等 

 

        スポーツ振興局長 塩野 開  スポーツ振興局次長 三井 博志 

        スポーツ振興課長 渡辺 一秀 

 

        行政経営管理課長 小林 洋一 

 

議   題    指定管理施設の管理の業務又は経理の状況及び県が出資している法人の経営

状況の調査の件  

 

会議の概要    まず、部局審査及び現地調査の結果を踏まえ、意見がある場合は、審査意

見書の様式により、８月４日までに事務局あて提出することとされた。  

         次に、８月１日に実施する現地調査の対象施設等について、その決定を委

員長に委任することとされた。 

         次に、本日の審査は、配布資料のとおりの順番で審査することとし、部長

等は概要説明の後自室で待機し、必要に応じて出席を求めることとした。 

         次に、午前１０時から午前１１時３９分まで知事政策局及び県土整備部所

管の指定管理施設関係及び県出資法人関係、休憩をはさみ、午後１時から午後

２時１７分まで福祉保健部及び県民生活部所管の指定管理施設関係、休憩をは
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さみ、午後２時３６分から午後３時３６分までスポーツ振興局所管の指定管理

施設関係及び県出資法人関係の審査を行った。 

 

 

主な意見 

 

※ （公財）小佐野記念財団【知事政策局】、山梨県小瀬スポーツ公園、山梨県富士北麓公園

【県土整備部】関係 

 

質疑 

 

       （（公財）小佐野記念財団について）  

        質疑なし  

 

 

       （山梨県小瀬スポーツ公園について）  

笠井委員    コロナ禍で、例えば、民間企業でしたら売上げもない、お客さんも来ないと

いう中で、従業員に仕事を見つけたりして何とかやりくりをしてきたというこ

とはあったと思います。こちらは公共の施設なので、そういった部分もあった

とは思いますけれども、コロナ禍で施設の利用制限をしているからこそできる

こと、例えば、修繕や清掃あるいは点検などを行ったという点がありましたら

教えてください。 

 

五味都市計画課長 指定管理者からは、休業期間中に特別に清掃したということを聞いていま

せんが、当然、その間も維持管理が必要になってきますので、そちらの対応を

しっかりやっていると聞いております。 

 

向山委員    確認ですけれども、ネーミングライツは指定管理と関係なく、別部署が担当

しているから、指定管理には全く入ってこないということでよろしいでしょう

か。 

 

五味都市計画課長 ネーミングライツは指定管理に入ってきておりません。 

 

向山委員    例えば、小瀬スポーツ公園全体の名前をネーミングライツにする場合は、基

本的に指定管理で考えるのではなく、県の提案でやるような状況ですか。 

 

五味都市計画課長 そのとおりでございます。 

 

向山委員    わかりました。 

        今、山日ＹＢＳ球場、サッカーがジットになっていると思うのですが、小瀬

スポーツ公園全体やほかの部分でもできるのかなと思っています。 

        今、コロナで使えない施設があるかを確認したいと思います。 

 

五味都市計画課長 今、小瀬で使えない施設はございません。 

 

向山委員    ジョギングハウスがあると思うのですが、今使えるようになっていますか。 

 

五味都市計画課長 大変申し訳ございません。今、ジョギングハウスは使えない状況でござい

ます。 
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向山委員    私も小瀬をよく使わせていただくのですが、一般の利用者の方から、ほかの

施設が使えるのにジョギングハウスが使えないのはなぜかという問い合わせが

あったのですが、その分けはどういう基準でやられているのですか。 

 

五味都市計画課長 ただいまの御質問ですが、ジョギングハウスは老朽化が非常に進んでおり

まして、今から改修工事をやる予定になっており、使用できないことになって

います。来年度以降、改修工事を行う予定になっております。 

 

向山委員    それでは、コロナというよりも老朽化が原因でということですね。そこは、

利用者の皆さんにも、そういう理由をわかりやすくするようアナウンスが必要

かなと思いますので、よろしくお願いします。 

        今、ガソリンなども含めて、特に電気料ですけれども、光熱水費が高騰して

います。スポーツ施設、特にアイスアリーナですが、かなり光熱水費が高騰す

ると思いますし、現状でどのくらい上がっているのかをお伺いします。 

 

五味都市計画課長 今手元にそういった資料がないのですが、上がっているという声は聞いて

います。金額的にどのくらいとか、パーセンテージというのは、今つかんでお

りません。 

 

向山委員    それをぜひ数字で。使用状況が違うので、比較できるところで幾らくらい違

うのかをパーセンテージで示していただければと思います。 

        光熱水費の高騰に関して、どのような対策を行っているのかお伺いします。 

 

渡辺委員長   その前に、向山委員、資料要求でいいですか。 

 

向山委員    はい。 

 

渡辺委員長   委員各位に申し上げます。ただいま向山委員から要求のありました資料につ

きまして、委員会として執行部に要求してよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

渡辺委員長   それでは、よろしくお願いします。 

 

五味都市計画課長 そちらの資料は後日提供させていただきます。 

        先ほどの質問ですが、指定管理者のほうで、例えば、電気を少し消すといっ

た省エネの対応は行っていると聞いております。 

 

向山委員    特に夏場の体育館のエアコンもですが、小瀬の場合は、冬場のアイスアリー

ナの部分が大きいと思います。県として、あまりにも高騰費分が指定管理の中

で圧迫するときに、財政的に支援や補助をするという検討をされていますでし

ょうか。 

 

五味都市計画課長 指定管理者の中で、物価が上がった部分の対応をするということは、今の

時点では考えていないです。ほかの指定管理者でも同じ話があると思うので、

そこは御相談とかがあると思うのですが、今のところは、そういうことを考え

ておりません。 
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向山委員    その部分については承知しました。 

        細かい話ですが、以前、渡辺委員長とも一緒に要望したことがあったのです

が、真夏のプールサイド対策というのがあって、プールがかなり老朽化してい

るのもあるのですが、夏場の暑さで、プールサイドが本当に鉄板のような暑さ

になってしまっていて、あの中で小中高の大会をやったりするのも大変厳しい

ということで、当時、対応していただいたかと思うのですが、現状、プールで

の猛暑対策は、どのようなことをやっているのかを確認させていただきたいと

思います。 

 

五味都市計画課長 猛暑対策については、今、確認できないので、少し時間をいただいて、確

認してお答えするようにします。 

 

向山委員    特にプールは外でやる競技ということで、自分も実際に行って、プールサイ

ドがかなり熱い状況だったので対応をお願いしたのですが、現状どうなってい

るのかを確認させていただきたいと思います。 

        もう一点、５ページの利用者の意見に「スケボーが怖いです」とありますが、

スケボーの新しい優先エリアを４月から供用開始されていると思いますけれど

も、実際に供用開始後に、マナーとか利用者の区分はどう変化したかを確認し

たいと思います。 

 

五味都市計画課長 スポーツ振興局で優先エリアを設置したところですが、スケボーをやる方

は、そちらに移っているということを聞いていますが、まだクラフトタワーの

ところでやっているという話も聞いております。 

        ただ、かなりの部分は優先エリアに移ったと聞いております。 

 

向山委員    確認ですが、スケボー自体は優先エリア以外でもやっていいのですか。 

 

五味都市計画課長 やっていいです。 

 

向山委員    わかりました。スケボーの部分については、総括審査でお伺いしたいと思い

ます。 

        最後に、プロチームが行うときの開催使用料は、今、何か規定があるのです

か。ヴァンフォーレやクィーンビーズが使うときに割引など、使用料の減免が

あるかどうかをお伺いします。 

 

五味都市計画課長 例えば、ヴァンフォーレでは減免措置を取っております。利用料とします

と、アマチュア料金ということになります。この理由は、ヴァンフォーレ甲府

自体が青少年の健全育成、県民スポーツの振興、地域振興といった公益性を有

する面があること。また、県と甲府市、韮崎市が出資していること。さらには、

累積の債務があること。あとは、経営が赤字決算になっているということの理

由によって、減免している状況になっております。 

 

向山委員    承知しました。クィーンビーズはどうですか。 

 

五味都市計画課長 クィーンビーズのほうは、今、手元に資料がないので、少しお時間をいた

だいて、後ほど御説明いたします。 

 

飯島委員    施設所管課による総合的な評価及び指導事項に「利用者から高い満足度を得

られている」という表記があるのですが、その根拠は５ページのアンケート集
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計の利用者満足度ということでよろしいですか。 

 

五味都市計画課長 そのとおりでございます。 

 

飯島委員    コロナ禍で利用者数が減っているといっても、３ページの表ですと、令和３

年度は１００万人くらいが来ているということだと思います。アンケートの実

施は、令和３年４月から令和４年３月までの１年間ですよね。１年間で回答数

が３１７人、１００万人来ていて回答率が３１７人、０．０３％くらいなので

すが、この回答率についてどう思いますか。 

 

五味都市計画課長 アンケートは、受付での配布がメインになっています。アンケートでの意

見は、利用者の意見として非常に大事なものになってきますので、今後もっと

ふやすような対応を考えていきたいと思います。 

 

飯島委員    悪いとは言いませんが、やはり回答が多ければ多いほど精度も高くなると思

いますので、しっかり検討していただきたいと思います。 

        ５ページの利用者の主な意見の施設・設備では、トイレは全て洋式がいい（体

育館ほか）とあり、それに対して利用者の意見への対応では、和式トイレの利

用者もいるので箇所毎に一部和式を残す形での洋式化を行っている方針を説明

し理解を求めたとあります。大体わかりますが、大事なのは、理解を求めた結

果、わかります、いいですよ、賛成ですよと言ったのか、いやいや、やっぱり

全部洋式でしょうと言ったのか、ここで違うと思うのですが、そこはどういう

感じでしょうか。 

 

五味都市計画課長 そういった意見を踏まえて、今、小瀬にはトイレが７８カ所ありまして、

このうち７４カ所につきましては箇所ごとに洋便器にする洋式化を行っており

ます。 

        パーセンテージでいきますと９５％という状況で、引き続き残った４カ所に

ついて、老朽化の改修工事、長寿命化工事に合わせて洋式化を図っていきたい

と考えております。 

 

飯島委員    御存じと思うのですが、昨年度、公共施設のトイレ等を整備する政策提言案

作成委員会がありまして、そこではいろいろな意見が出ました。小瀬スポーツ

公園は山梨県の公共施設の最たるものです。 

        先ほど申し上げたように、小瀬スポーツ公園には、コロナ禍でも１００万人

くらい来ているので、トイレを清潔にすることは大事であるという意見も出ま

した。シンボリックなものをつくることも検討してもらいたいということも、

知事への提案書の中に書いてあるのですが、その件に関しては、県土整備部独

自で考えているのか、それとも指定管理の中で考えるのか。今はどういう状況

でしょうか。 

 

五味都市計画課長 ただいまの御質問ですが、指定管理の中で考えることではないと思ってい

ます。 

        県土整備部では、シンボリックなという提言を受けて、現状、検討していな

いところであります。 

 

飯島委員    指定管理の範疇ではないということなので、質問にはならないと思いますが、

公共施設のトイレはとても大事なので、改めて検討することをお願いしたいと

思います。 
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古屋委員    具体的な運営は９ページに管理体制がありますが、これが事務局という理解

でよろしいでしょうか。 

 

五味都市計画課長 こちらが指定管理を運営している体制になっております。 

 

古屋委員    協会の最高責任者の名前を教えていただきたいと思います。 

 

五味都市計画課長 山梨県スポーツ協会の髙野会長でございます。 

 

古屋委員    名前を最後までしっかり言ってください。 

 

五味都市計画課長 髙野剛会長でございます。 

 

古屋委員    わかりました。 

 

志村委員    まず基本的なところで、利用者数のカウント方法を教えていただけますか。 

 

五味都市計画課長 利用者数ですが、有料施設の利用者、あと有料施設の観客数、あとライン

センサス法によった合算になっています。 

        ラインセンサス法ですが、毎日、午前と午後の２回、決められたルートを回

って、ルート上で設定したエリアにいる来園者数の合計で１日の利用者数を算

出しています。 

        そのラインセンサス法の人数と、有料公園の施設利用者数、あと有料公園の

施設観客数の３つの合計値ということで算出しております。 

 

志村委員    わかりました。定期的にカウントされて全体の利用者数が出ていると。おそ

らく、実際にはもっと多いのだろうと推測するのですが、特に、時間的にも朝

とか夕方に散歩などの健康づくりで利用する方も多いだろうと思います。そう

いう意味では、立地的にも、また施設的にも非常にいい公園になってきたなと

思います。実は、私は川を挟んで反対側に住んでいるので、競技をやっている

と声が聞こえてきます。 

        細かいところでは、各施設いろいろとあります。陸上競技場、体育館、武道

館、アイスアリーナ、プール、野球場、テニスコート、それからトレーニング

をする施設、新しくできたクライミングなどいろいろと。それらの施設の利用

者数を資料として参考にいただきたいのですが。できれば過去５年分くらいで、

指定管理業務・経理状況説明書にあるような５年間の推移がわかると施設の利

用の傾向が私たちも把握できるのかなと思いますので、お願いできますでしょ

うか。 

 

五味都市計画課長 御用意することは可能でございます。 

        令和３年度のおおむねの施設の人数をお話できますので、人数を述べさせて

いただきます。 

        陸上競技場が３万７７３人、野球場が１万５，７３２人、テニス場が４万７，

２４７人、体育館が９万９，３８６人、武道館が７万５，４０７人、アイスア

リーナが４万１，４２７人、これらは観客を除いた利用者数になります。 

 

渡辺委員長   委員各位に申し上げます。ただいま志村委員から要求のありました小瀬スポ

ーツ公園における各施設の過去５年間の利用者数の資料につきまして、委員会
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として執行部に要求してよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

渡辺委員長   では、よろしくお願いします。 

 

志村委員    できればトレーニング室やプールもわかればありがたいです。 

        それで、４ページの収支状況でお聞きしたいのですが、備品購入費が支出の

真ん中辺りにありまして、令和２年度と令和３年度に関しては備品の購入がな

いと読めるのですが、これはどんな理由でしょうか。 

 

五味都市計画課長 委員御指摘のように、令和２年度と令和３年度は、特に備品を買う必要が

ありませんでした。令和元年度に買った、もしくは、その前に買ったもので対

処できているということで、備品の購入がなかったという状況でございます。 

 

志村委員    承知しました。きっと、コロナで利用が減っているのも影響しているのかな

と感じましたし、先ほど御説明いただいた令和３年度の利用者数も、最盛期の

平成２９年度や平成３０年度に比べれば、各施設でかなり減っているので、そ

ういう意味では施設の運営に御苦労もあるのかなと思います。 

        その上の使用料及び賃借料ですが、これは利用が減っているのとは関係なく、

普通に読むと年々ふえていると読めるのですが、この増額の内容はどういう理

由でしょうか。 

 

五味都市計画課長 使用料と賃借料がふえているという中身ですが、使用料は、例えば、ＡＥ

Ｄのレンタル料やトレーニングマシンのリース料、あとはパソコンやサーバー

のリース、こういったものがリース料の費用になっています。 

        令和２年度から令和３年度で増加しているのですが、こちらは会計ソフトと

勤務管理システムを導入している状況がありまして、こちらでふえていると聞

いております。 

 

志村委員    承知いたしました。 

        それから、外部委託費の中で、運営サポート業務というのが令和元年度から

おおよそ５，０００万円、６，０００万円、７，０００万円となっています。

これはどういった性質のもので、どういう内容なのか、お願いします。 

 

五味都市計画課長 運営サポート業務ですが、こちらはスポーツの振興業務を一部委託してい

まして、ミズノ株式会社へ外部委託しているという内容になっています。 

        その内容ですが、トレーニング室というのがありますが、ここでトレーニン

グの指導、利用案内、あとトレーニングのメニューをつくること、それがトレ

ーニング室における業務でやっています。もう一つは、スポーツ振興のため子

供を集めて教室をやっていただいております。そういった費用がこちらの運営

サポート業務の費用になっています。 

 

志村委員    それにしても７，０００万円というのは……。しかも年々増額しているとい

うことであれば、もうちょっと補足の説明等が必要かなと思いますので、きょ

う無理であれば、そこは資料なり何なりで、ミズノさんにどういうことを外部

委託していて、どういう内容で、例えば、年間にどれくらいやっているのかと

か、何人くらいの体制でやっているのかとか、その辺がわかりましたらお願い

したいと思います。 
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五味都市計画課長 御用意させていただきますが、今、体制についてはお話できます。ミズノ

で正社員を４名、スタッフ、アルバイトを９名、あと短い時間でバイトのよう

に来ていただいている人もいると聞いていますので、それも含めて全部で１８

名と聞いております。 

 

志村委員    私の勘違いかもしれませんが、最近は、市中にも民間の事業者がたくさんス

ポーツクラブとかをやっていたりするので、そういう会員制のジムがたくさん

あります。小瀬スポーツ公園のトレーニング室もジムになっているということ

ですか、こういうイメージでいいのですか。 

 

五味都市計画課長 民間のジムと同じようにトレーニングをするところとなっております。 

 

志村委員    それについては、これくらいにさせていただいて、プールの話がさっき出ま

したけれども、公認のプールが、５０メートルの長水路が小瀬に、あと利根川

の公園くらいしか本県にはありません。 

        プールについての考え方ですが、県としても、これまでも検討等があったか

と思うのですが、現時点においては、長水路のプール施設を今後どうしていく

のか。片や、青少年センターはプールが廃止になったりして、そのプールの利

用者に関しては、プールがあるところに行ってください、あるいは、民間の施

設を使ってくださいということになっています。小瀬スポーツ公園のプールに

ついては、今、どのようなお考えを持っていらっしゃるのか、お聞きできたら

お願いしたいと思います。 

 

渡辺委員長   志村委員、所管外になりますので質問を変えてください。 

 

志村委員    ちょっと聞き方が悪かったです。要するに、指定管理により小瀬スポーツ公

園のいろいろな施設を管理していく中で、ここには出ていませんが、プール自

体の管理をしていく中で、さっきもあったように、プールサイドが熱くなると

いう。大会とかをやるときにはテントを張るなど、いろいろとやってくださっ

ていますけれども、そもそも、プール施設を管理していく上で制約が出てくる

部分が、現状ではあるのかなと思うのですが、その辺についても、このまま指

定管理をお願いしていくという意味で、現状の施設のままを前提として考えて

いくのかなというとこをお聞きしたかったのですが……。これについては、施

設の指定管理者の運営とは直接関係ないので、また改めてお聞きするようにし

て、今は結構です。ただ、県として施設を持っていますので、その考え方は、

改めてほかの機会でお聞きしていきたいと思います。 

        小瀬スポーツ公園に関しては、指定管理者でつくっているホームページを見

ると、「森の中のスポーツ公園」というイメージでうたっていて、私たち利用す

る側としては、県民の皆さんが多種多様なスポーツも含めて利用できる施設だ

と思っていますけれども、県のほうで小瀬スポーツ公園のコンセプトというか、

考え方というのを、参考までにどう位置づけているのか、あるべき姿を今後ど

のように考えているのかを最後にお聞きします。小瀬スポーツ公園はどんな公

園と言われたときに、どんな公園とお答えしますか。 

 

五味都市計画課長 小瀬スポーツ公園ということなので、やはりスポーツの振興、あとはスポ

ーツ施設として県民の皆さんや県外の皆さんに利用していただくというところ

が小瀬スポーツ公園の目的になると思います。 
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渡辺委員長   志村委員、先ほどの運営サポート業務の内訳については資料要求されますか。 

 

志村委員    お願いします。 

 

渡辺委員長   委員各位に申し上げます。ただいま志村委員から要求のありました運営サポ

ート業務の内訳について、委員会として執行部に要求してよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

渡辺委員長   それでは改めて、資料要求がありました３点について、執行部としていつま

でに資料提出できるか、お答えください。 

 

五味都市計画課長 今週中には御用意して、提出したいと思います。 

 

渡辺委員長   承知しました。 

 

乙黒委員    総括審査で詳細をいろいろと聞きたいと思っていますが、事前に確認できる

ことだけは質問させていただきたいと思います。 

        まず、４ページの経理の状況説明の中で確認ですけれども、収入の追加委託

料（感染症）というのは、感染症対策に即した部分に使われるということなの

か、そこだけ確認をお願いします。 

 

五味都市計画課長 コロナ感染症での利用制限、あとは県から休館を要請した部分の補填、利

用制限をした部分の金額になっております。 

 

乙黒委員    補填というのは、経営に関しての金額ということですか。私の感覚だと、コ

ロナ対策に使う備品や、そういった施設の改修、いわゆるグリーン・ゾーン構

想の中でやっているように、ずっとそこを利用するに当たっての感染症対策に

即したものとして得られた臨時の収入なのかなと思っていたのですが、運営の

中で、コロナで利用者が減ってしまったという、いわゆる売上げの補填的な意

味合いも兼ねているということですか。 

 

五味都市計画課長 議員御指摘のとおりでございます。運営の中で、利用制限がかかった、あ

とは先ほど言ったように県からの要請で休館せざるを得なくなったというよう

なものの補填ということでございます。 

 

乙黒委員    要は、お店の感覚でいうと、売上げの補填という意味合いが強いということ

ですね。わかりました。 

        あと、支出の中で、先ほど志村委員から外部委託費の運営サポート業務につ

いて質問がありましたので、そこは割愛させていただきますが、最後に、参考

になっている自主事業に係る収支状況ですが、自主事業とは、どういうことを

されているのかについて、県でどの程度把握されているのか、その部分につい

てお伺いします。 

 

五味都市計画課長 内容的には、例えば、県の体育祭り、あとは興業の誘致ということです。

具体的に言うと、プロレス、あとはバスケの日本代表を招いてクリニックをや

るなど、あとはスポーツの絵画・写真コンクールの開催、そういったイベント

になっております。 
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乙黒委員    小瀬の公園だからこそできる自主事業という部分も大きく関わってくるのか

なと思いますが、その中で、これからどういう事業をしていくのかを、県のほ

うでもある程度把握されたほうがいいのかなと私は思っております。それは、

長崎知事がおっしゃるように、県有資産の高度活用という意味合いからいくと、

指定管理をお任せしている中で、小瀬スポーツ公園の価値を生かした中で、こ

ういう自主事業をしている。そして、その中でこれだけ利益を出しているとい

う部分を県としてもしっかりと連携を取りながら、またそれがお互いウイン・

ウインになるようなサポートをすることで、自主事業の実施という部分につな

げていけると思うのですが、その辺をどの程度把握されているのか。年間でど

のくらいこういう事業をしていて、金額的にどのくらいという部分を資料とし

て出せるのであれば出していただけるとありがたいのですが、よろしくお願い

します。 

 

五味都市計画課長 ほかの指定管理者の部分もあるとは思うのですが、出せる範囲でというこ

とであれば対応したいと考えております。基本的には、全部というのはなかな

か難しいというところがありますので、よろしいでしょうか。 

 

乙黒委員    出せる範囲で、わかりました。 

 

渡辺委員長   委員各位に申し上げます。ただいま乙黒委員から要求のありました自主事業

に係る収支状況の詳細についての資料につきまして、委員会として執行部に要

求してよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

渡辺委員長   それでは、先ほどの資料と同時によろしくお願いいたします。 

 

乙黒委員    最後に、先ほど古屋委員からの質問と通じる部分があると思いますが、９ペ

ージの管理体制について、３２人のメンバーで運営されているという説明があ

りました。この中で、常勤とほかの部分と併用して勤められている、その割合

がわかればお答えいただきたいと思います。 

 

五味都市計画課長 ９ページの管理体制ですが、ここにいる人は常駐しております。ただ、専

任かどうかについてはわかりかねるのですが、常駐はしてはおります。 

 

乙黒委員    先ほど、運営委託をしている中で、ミズノにそういった専門の部分を委託し

ているという説明がありましたが、管理体制だけだと小瀬スポーツ公園でどの

程度のサービスを、どのような形でされているのかが、我々としては把握しづ

らい部分かなと思いました。基本的に常駐しているメンバーがここに載ってい

る３２名と認識してはおりますが、それと別で運営委託しているスタッフもお

り、我々も審査をする中で、人的な厚みといいますか、把握しづらい部分があ

るかなと思ったのですが……。 

        そうですか、わかりました。では、この３２名というのは、常に常駐されて

いるという認識で把握しました。 

 

飯島委員    もし説明をしていただいていたら申し訳ないのですが、４ページの指定管理

施設の管理業務・経理状況説明書について、ほかの指定管理施設も同じ説明書

と散見するのですが、ブランクのところがありますよね。例えば、収入だと、

追加委託料（感染症）の平成２９年度と平成３０年度がブランク、支出だと、
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備品購入費の令和２年度と令和３年度がブランク、運営諸経費の平成２９年度

と平成３０年度がブランクとなっています。このブランクの意味がよくわから

ないのですが、何かルールがあるのですか。 

 

五味都市計画課長 ブランクのところは、例えば、収入の追加委託料（感染症）ですが、これ

は令和元年度からコロナ対応ということで、それ以前はこの対応がなかったと

いうことでブランクになっております。 

        備品購入ですが、こちらの平成２９年度と平成３０年度は、先ほども御質問

があったのですが、かなりの備品をそろえたという中でコロナになって、そこ

まで備品が必要ないということで買っていないということでございます。 

 

飯島委員    ありがとうございます。ということは、会計の処理なので、ないのであれば

ゼロと書かなければおかしいと私は自然に思いました。だから、何かブランク

にする約束事があるのかなと伺ったのです。これはゼロにしてはいけないので

すか。 

 

五味都市計画課長 こちらについてゼロと書くのかどうかということなのですが、行政経営管

理課のルールというか決まりで、こういう表現になっています。ゼロとは書か

ずに、空欄にすると聞いております。 

 

飯島委員    わかりました。そういうルールになっているということですね。ゼロと書か

なくていいと、むしろゼロと書くなということですか。 

 

小林行政経営管理課長 行政経営管理課で資料の取りまとめを行っておりますが、委員御指摘

のとおり、これにつきましては、一応、今、ルールとしてブランクという運用

をしています。 

        今後は、見やすさとか的確性についても検討させていただきまして、ゼロの

記載等につきましては、今後また検討させていただきたいと考えております。 

 

飯島委員    繰り返しますが、ちょっと奇異な感じがします。ないのであれば、どうして

ゼロとしないのかな。でも、そういうルールがあるという解釈なので、わかり

ました。 

 

渡辺委員長   改めて、先ほど向山委員から質問がありまして、後ほどお答えすると申され

ましたプールサイドの熱さ及びクィーンビーズの料金の減免について、答えら

れますか。 

 

五味都市計画課長 先ほどのプールの猛暑対策ですが、実は、コロナの関係で３年近くプール

の営業をしていないのですが、その前は、日よけのテントやミスト扇風機を設

置しました。あとはアイスアリーナの製氷のときに出た氷を使うというような

対策を取っております。 

 

渡辺委員長   クィーンビーズの料金の減免については、何か。 

 

五味都市計画課長 クィーンビーズの話ですが、平成３０年までは減免をしていたのですが、

令和元年以降は、クィーンビーズが使用していないということです。それまで

は減免をしていたという内容になっています。 

 

向山委員    平成３０年までの減免の内容だけ確認させてください。 



R4.7.12 指定管理施設・出資法人調査特別委員会会議録 

- 12 - 

 

五味都市計画課長 金額ですが、クィーンビーズのほうは、施設利用料の半額で過去やってお

りました。 

        先ほど、スケボーの話があったと思うのですが、ちょっと勘違いで、水があ

るクラフトタワーがあると思うのですが、あそこだけはスケボーが禁止になっ

ています。あそこでよく見かけるのですが、あそこは禁止になっています。そ

れ以外はスケボーを使えます。 

 

向山委員    クラフトタワーが禁止なのは、小さいお子さんとかがいるからという認識で

よろしいですか。 

 

五味都市計画課長 そういった意味合いもあるのですが、実は、施設を破損、壊してしまうと

いうことで禁止ということにしております。 

 

 

       （山梨県富士北麓公園について） 

向山委員    小瀬とも関わるところだと思うのですが、昭和６１年１１月に施設が整備さ

れて、もう４０年近くがたつ中で、今後の施設の、例えば、体育館も含めて施

設をどの段階でどこまで使える、築何年ぐらいまで現状の施設のまま使ってい

くと県は考えているのか。今後の施設整備の方針についてお伺いしたいと思い

ます。 

 

五味都市計画課長 施設は随時工事を行っています。といいますのは、長寿命化計画を定めて

いまして、これに基づいて、要は施設を長らくもたせるということで随時改修

工事を行って、施設をなるべく長くもたせるという工事を計画的に進めており

ます。 

 

向山委員    随時、長寿命化を行っているということですけれども、例えば、正式には何

年か延びていると思うのですが、国体が１０年後近くに来たときに、今の施設

のままいく考えなのか。将来的に考えて、どういう考えでやっていくのでしょ

うか。このまま、ずっと長寿命化でいく考えですか。 

 

渡辺委員長   向山委員、施設整備について、老朽化の修繕だとか、いつまで使うのかとい

うところまではいいにしても、今後どういった施設整備をしていくのかという

話は、指定管理からは外れるのかなと思うところであります。質問を変えても

らえればと思います。 

 

向山委員    わかりました。文言を考えて、総括審査で質問します。 

        小瀬の場合はジムという形で使っていたと思うのですが、以前１回、北麓の

ウエイトトレーニング施設を見させてもらって、そこもかなりジムとして使え

そうな施設でした。こちらのほうは、言い方が悪いのですが、そんなに力を入

れていないのですか。こちらにはミズノは入っていないですもんね。そこの差

はどういう状況になっていますか。 

 

五味都市計画課長 ただいまの御質問ですが、こちらにもミズノは入っておりまして、やはり

トレーニングルームもジムのような形で指導をやっていただいているという状

況になります。 

 

向山委員    そうすると、経理状況説明書のスポーツ振興業務、ここがさっき言ったミズ
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ノとの契約ということでよろしいですか。 

 

五味都市計画課長 御指摘のとおりでございます。 

 

向山委員    今年度の分は聞いていいのですか。令和４年度分。 

 

渡辺委員長   令和３年度分までです。 

 

向山委員    それでは大丈夫です。 

        最後に一点だけ、災害時の対応を確認したいのですが、富士山噴火があった

場合は、この北麓公園はどういう場所になり得るのですか。富士山に近い場所

なので災害の拠点になるのか。今、どういう位置づけになっていて、指定管理

者とどういう話になっているのか、そこを確認したいと思います。 

 

五味都市計画課長 北麓公園ですが、防災活動を行う拠点にはなっております。ただ、噴火の

状況によっては、当然、公園が使用できない状況があると思うので、その辺は

噴火の状況を見てということにはなるのですが、位置づけとしては防災の活動

拠点になって、いろいろな災害の支援活動などを行っていくことになっており

ます。 

 

向山委員    ありがとうございます。多分、いろいろな状況で変わってくるということで

すね。そこら辺はシミュレーションしながらやられていると思います。 

        最後と言いながら、８ページの管理体制で、先ほど小瀬スポーツ公園は３２

名とかなりの人数がおりましたが、こちらは５名で運営されているのですが、

この差というのはどういうところで生まれているのでしょう。 

 

五味都市計画課長 １つには、金額というか、施設の規模というところもあると思いますが、

北麓も、先ほど言いましたようにミズノに委託している部分がありますので、

こちらで今の職員体制とあわせて対応をしているということで、適正に管理さ

れていると私たちは確認しております。 

 

志村委員    私からは、トイレのことをお聞きします。 

        利用者の主な意見にウッドストレートにトイレ、更衣室などがあればよいと

ありますが、これに対応するコメントがないように見えます。 

        現実的に、あの施設をざっと見ると、あそこにトイレと更衣室までは難しい

のかなと思うのですが、これに対してはどういう対応をされたのかをお聞きし

ていますか。 

 

五味都市計画課長 ウッドストレートにトイレというのは、実はなかなか難しいところがあり

ます。ただ、近くにトイレがありますので、そちらを利用していただくように

考えております。 

 

志村委員    近くのトイレというのは、前の駐車場のところに外トイレがあって、建物の

中にもトイレがありますが、駐車場との間のトイレが、いつそうなったのかわ

からないのですが、昔ながらのトイレで、虫がいっぱい飛んでいる。１つの便

器は壊れたような感じでした。前に行ったときなので、年度をまたいでいます

けれども……。 

        だから、この費用も、やっぱり富士北麓公園が小瀬スポーツ公園と違うのは、

除雪とか冬期にかかる費用もありますし、政策提言でトイレのこともあったと
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いうお話もありましたけれども、もう少し利用者に快適に利用していただける

ようなトイレにしていく必要があると感じているので、その辺のところを指定

管理者に、もう少し声を寄せられていてもいいのかなと逆に思ったりしたので

すが、管理者側としていかがですかね。 

 

五味都市計画課長 ウッドストレートの近くにあるトイレですが、今後、先ほど言った長寿命

化で改修を考えています。あと、清掃のほうも、その辺は指定管理者に話をさ

せていただきたいと思います。 

        今の状況を確認していないので、委員が御覧になったときと状況が変わって

いるかもしれないので、そこは改めて、こちらで確認させてください。 

 

志村委員    寒いところに行くと凍結防止の対策がされていたりするのですが、どうして

も、水周りという言い方も変ですけど、トイレなので、そういうことでじめじ

めした感じがあったりとかするのも、スポーツ施設なのであまりよくないかな

と思います。 

        せっかくすばらしい富士北麓公園、球場も富士山に向かってホームランを打

ちたくなるようなすばらしい球場だったりするので、そういう意味でも、トイ

レに関しては改修も予定されているということなので期待しています。いいト

イレにしていただければと思います、よろしくお願いしたいと思います。 

 

乙黒委員    先ほどの小瀬スポーツ公園と同じように、何点か確認だけ。 

        こちらも、感染症の収入というのは、先ほどの小瀬と同じように売上げ補填

というような意味合いの収入になっているのか、お答えください。 

 

五味都市計画課長 議員御指摘のとおり、主に補填ということで考えています。 

 

乙黒委員    それで、こちらも自主事業というのが令和３年で大きくふえたりしている中

で、こちらの部分も、少しわかる範囲で提出できる資料をいただければと思い

ますが、よろしくお願いします。 

 

五味都市計画課長 小瀬と同様に、できる範囲で対応させていただきます。 

 

渡辺委員長   ただいま乙黒委員から要求のありました資料につきまして、委員会として執

行部に要求してもよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

渡辺委員長   では、改めてお願いいたします。 

 

乙黒委員    最後に、管理体制の部分ですが、先ほど向山委員からも、５人、これが少な

いかどうかわからないのですが、この５名体制というのは、こちらも常時こち

らにいるというような認識でよろしいですか。 

 

五味都市計画課長 委員御指摘のとおり、常駐ということでやっております。 
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※ 山梨県立あゆみの家、山梨県立あけぼの医療福祉センター成人寮【福祉保健部】、山梨県立

やまなし地域づくり交流センター【県民生活部】関係 

 

質疑 

 

       （山梨県立あゆみの家について） 

向山委員    常任委員会等でも、令和３年度、令和４年度にスタートするときにも話が出

ている部分だと思うのですが、特別委員会ということで確認させていただきた

いと思います。 

        あゆみの家は、令和３年度から民間移譲の予定であったと思いますけれども、

民間移譲までの経緯と民間移譲に至らなかった要因という部分を確認させてい

ただきます。 

 

山本障害福祉課長 あゆみの家については、民間へ移譲するという方針をもとに、令和２年７

月に公募、同年９月に再公募を実施しましたが、当時の指定管理者を含めて応

募がなかった状況でございます。譲渡先として想定した前指定管理者の蒼渓会

につきましては、金銭的な理由から購入が難しいということで、折り合いがつ

かなかったとお聞きしております。 

        再々公募について検討をしましたが、譲渡が難しいという状況があったため、

指定管理者制度による運営を継続する方向で引受先事業者を探し、同年１２月

末に山梨県手をつなぐ親の会から指定管理を引き受けたいという旨の意向が示

され、同法人を候補者として指定管理に至った次第でございます。 

 

向山委員    長年請け負っていただいた蒼渓会が請けるのが一番いい形だったと思うので

すが、そうした形でもう一度指定管理、また、別事業者ということで今回スタ

ートして、令和３年から１年が経過したと承知をしていますが、指定管理は１

年契約になっていますけれども、令和５年度以降、どういった形にするのか確

認したいと思います。 

 

山本障害福祉課長 令和３年度におきましては、そういう形で民間移譲できなかったというこ

とでございますが、令和４年度におきましては、指定管理とできたところです。 

        民間移譲の件も模索はしていくのですが、とりあえずのところ、施設を回す

ことを最優先といたしまして、当分の間、指定管理を続けていきたいと思って

おります。 

 

向山委員    ほかの施設もやっていただいている山梨県手をつなぐ親の会が指定管理とい

うことでお話を聞いていますと、利用者が全部移ってしまい、大変な中でのス

タートだと思いますし、職員の皆さんも、また一からスタートしていると思い

ますので、そこが安定したうえで譲渡があるのかなと思うのですが、蒼渓会の

話を聞くと、箱物と土地の部分で、土地は病院機構が持っているというところ

で、なかなか金額的に賃貸にならざるを得ず、それを売却して一括でできない

ところがネックだったと聞き及んでいます。そこら辺を今後どう整理していく

のか、引き続き、病院機構とのやり取りの中で施設運営をするのか、そこはど

うお考えでしょうか。 

 

山本障害福祉課長 土地の問題ということで、当然、鑑定を行いまして、当の法人には示した

わけでございますが、蒼渓会におきましては、近隣の土地で安いところが見つ

かったということで、そちらのほうにお移りになられました。 

        今後、民間移譲におきましては、周囲の状況等を鑑みながら検討していきた
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いと思っております。 

 

向山委員    今、この施設自体、土地は病院機構に払いながら運営しているようなイメー

ジなのですか。 

 

山本障害福祉課長 現在も状況は変わっておりません。病院機構の土地でございます。 

 

向山委員    承知しました。 

        この状況の中で、民間移譲から変わった中で、新しい事業者が運営していま

すが、実際に、令和３年度から大変だったところ、この文面を見ただけでも簡

単な部分でわかる部分があるのですが、実際に今利用者さんが少ないこと以外

に、指定管理者から、実際にこういう部分が大変だとか、こういうところで苦

労しているということを、具体的な部分で幾つかお伺いしたいと思います。 

 

山本障害福祉課長 委員御指摘のとおり、やはりゼロからのスタートということで、新規の職

員も一から探さなければいけない。それから、前回のノウハウがございません

ので、普通は、前指定管理者がいて、職員、利用者等も引き継がれるわけでご

ざいますが、今回はそれがありませんので、そういったノウハウもそうですし、

職員数の問題もそうですし、それから、利用者を確保するということで大変な

苦労をされたと思っております。 

        それから、引き継がれた施設ということで勝手も違うと思いますので、そう

いったところで、いろいろな修繕をするなどかなり苦労をしたとお聞きしてお

ります。 

 

向山委員    そんな中で、県としてはどういったフォローをされたのでしょうか。県が直

接職員を送って事務をしたのかとか、どういう形で直接的なフォローをしたの

かというところを確認します。 

 

山本障害福祉課長 職員を探すというところで、県では職員の一部を探すということをさせて

いただきました。 

 

向山委員    職員が直接は施設の中には入っていないところを確認いたしました。 

        数字的な確認ですが、令和３年度からは施設利用料のほかに、県としての指

定管理委託料２，３００万円余りが収入として計上されていますが、この経過

についてお伺いします。 

 

山本障害福祉課長 今回、委託料等の予算化をしております。通常、職員も利用者も引き継が

れるといったところでは、既に４月から収入が発生するわけであります。そう

すると、管理委託料は発生しない場合があるのでございますが、今回、４月に

ついてはゼロからのスタートでございますので、施設が完全に回り着くまでは、

定員も制限させていただきましたし、事業費も制限させていただきました。そ

ういう中で、１１月まで定員を制限させていただいて、事業が回り着くといっ

たところまでかかる費用、やはり初期にかかる費用がありますので、そういっ

た部分を県では委託料という形で支出をさせていただきました。 

 

向山委員    この金額の算定根拠をお伺いします。 

 

山本障害福祉課長 金額の根拠でございますが、かなり細かくなってしまいますので、大まか

に説明させていただきます。 
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        あゆみの家につきましては、事業は、生活訓練サービス、宿泊型自立サービ

ス業、短期入所ということで、この３つの事業をやっています。生活訓練サー

ビス事業につきましては、定員が２０名のところ１０名、宿泊型自立訓練サー

ビスにつきましても、定員２０名のところを１０名にしております。本当は、

その差額、１０名分で生み出される収入が計算されるわけですが、それに人件

費や食事代、それから施設の使用というような形で積算をしまして、その積み

重ねが収支差額という形で２，３００万円ほどになりましたので、これは、普

通であれば、当初から２０名で動き出せれば黒字になるところを、１０名足り

ない、１０名で定員をスタートさせるということで収支差額が生まれてきます

ので、赤字の部分を補填というような形で２，３００万円ほどの委託料を支出

したという状況でございます。 

 

向山委員    承知しました。半分程度の部分のところを補填したと。これが、実際の４０

名になるのは、どこを目標にされているのでしょうか。 

 

山本障害福祉課長 令和３年度につきましては、委託料という形で支出させていただきました

けれども、令和４年度からは委託料は発生しておりません。ゼロの形で努力し

ていただいて、令和４年度から回していただくということになっております。 

 

向山委員    最後に、今、入所されている方は、どういった障害がある方が入所されてい

るのか。重度、軽度でいくと、どの程度のレベルの方かをお伺いします。 

 

山本障害福祉課長 あゆみの家につきましては、精神に障害のある方の社会復帰のお手伝いを

させていただいている事業所になります。 

        程度につきましては、これから社会に復帰しようということでありますので、

重度というよりは中度から軽度という形になろうかと思います。中には、そこ

から社会復帰して、グループホームだとか、その他職場復帰をする方もいらっ

しゃるということでございます。 

 

志村委員    私も少しお聞きします。 

        民間譲渡公募、再公募され、手を挙げていただけるところがなかった。指定

管理で、手をつなぐ親の会にお願いをしたという大まかな経緯は、私もお聞き

をしました。 

        お伺いしたいのは、蒼渓会は別に自前の施設を持っていて、それまであゆみ

の家を利用していた方をどれくらい受け入れているのか、県で把握しています

か。 

 

山本障害福祉課長 それまで２０名の定員で２０名の方がいらっしゃったわけですが、それは

すべて蒼渓会で引き受けていただいております。 

 

志村委員    その当時、うちのほうからも利用されている方が御相談に来られて、今度指

定管理者が代わると。それに関しては、利用料の問題とか、生活が非常に厳し

い中で、なかなか難しい選択を迫られているということをお聞きしました。県

の施設があることで、何とか精神に障害のある方の御家族の方が、もちろん本

人もそうですけれども、親御さんも年を取る中で、生活を何とかやっていけて

いるという部分で、施設の存在がそういう方々の福祉につながっているという

ことを、そのときに改めて実感しました。だからといって、蒼渓会がどうこう

ということではなく、条件が折り合わなくてお引き受けいただけなかった。一

方、あゆみの家を今もこうやって残していただいて、手をつなぐ親の会が、み
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ずから御努力されて、こうやって利用者を受入れて、施設運営をやっていると、

それでも大変だと思います。 

        一方で、それまでの利用者さんを連れていったというと言い過ぎかもしれま

せんけれども、そちらはそちらで、今度民間の事業者さんとして受け入れて支

援をしてくださっているということなので、そのすみ分けというか、やっぱり

あゆみの家はあゆみの家で、県立の施設として指定管理者にお願いをして、こ

れからも当面は指定管理でいくということになると、どのように利用者の方に

安心して使っていただくか。やはり施設の管理者が代わる、あるいは移転する

からそちらに来てくれということで不安になることがないのが県立施設の意義

でもあるかなと思います。 

        昨年１年やってみて、また令和４年度からは委託料の部分をなしにしていま

すとかというところもありましたけれども、一番重要なのは、精神に障害のあ

る本人や御家族が安心して生活していけることだと思うので、その辺の考え方

をお聞きしたいのですが、いかがでしょうか。 

 

山本障害福祉課長 委員御指摘のように、指定管理者、事業者が代わるということにつきまし

ては、それまで入所されていた利用者さん、それから御家族にとっては、大変

劇的に変わってしまうという話になって、とても不安になると思います。 

        今まであゆみの家で、蒼渓会がやっていた継続性という部分で、利用者さん

一人一人に考えをお聞きしながら移行したとは思われるのですが、その際には、

やはりそういったいつも手当てをしてくれる施設の職員の方、その雰囲気だと

か、そういったものを大事にされているとお聞きしました。そういった面もあ

って、そこにいた方を強引に連れていったというよりは、スムーズに移行がで

きたということを聞いております。 

        令和３年度、新たに指定管理者になった手をつなぐ親の会の皆さんにつきま

しては、ゼロからのスタートということで、同じく新しい利用者さん、新しい

御家族、新しい職員という形で信頼関係を構築するところはかなり御苦労され

たと思いますし、何しろ、そこで生活をし、訓練をし、また育っていくという

ことを考えると、そういった信頼関係を構築して、住みやすい、訓練しやすい

場をつくっていくというのがかなり重要ではないかと思っております。 

        ２０名の定員で利用者さんが暮らしていくわけですので、安心して安全にと

いったところは最優先されるべきですし、当然ながら、多くの施設を運営して

いる手をつなぐ親の会については、そういったところはもうわかって進めてい

ただけると考えております。 

 

志村委員    承知しました。よろしくお願いします。 

        あと１点、県も公共施設をたくさん抱えていて、行政経営管理課になるかも

しれませんが、こういった福祉関係の施設に関しても、長寿命化なり、いずれ

民間譲渡も含めて、全体の公共施設をダウンサイジングしていくという考え方

も当然あるかと思います。 

        一方で、障害福祉の観点では、最低１つは県立施設が必要という考え方があ

るだろうなと思いますので、そういうところは内部で、当然公共施設の総合管

理計画とか長寿命化計画とか、１０年、２０年くらいの、もう少し長期的な観

点で、施設の位置づけとか必要性とか、さらに行政でやることなので単に効率

化ということだけではない観点からも、県民福祉のための施設をどうしていく

かというところを、よく議論していただいて、私たちも提起をしていきたいと

思いますけれども、その点についてのお考えを伺ってもいいでしょうか。お願

いします。 
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小林行政経営管理課長 委員御指摘のとおりでございまして、私ども行政経営管理課におきま

しては、指定管理施設以外にもさまざまな公共施設の運用のあり方、そういっ

た制度の所管をしております。こういったものをしっかり庁内に伝達する中で、

適切な管理のあり方をしっかり共有していく必要があると考えております。 

        今、お話のございました長寿命化計画、これは同じ総務部の資産活用課でや

っております。そういったところで、日ごろからしっかりと連携を取りながら、

ただ指定管理だけにこだわるということではなく、その施設特有の、効率だけ

ではなくて、まさに利用者さんにとってどういう形がいいのか、それを総合的

にしっかり検討して、最適な施設管理の方策を今後しっかり検討していければ

と考えております。 

 

 

       （山梨県立あけぼの医療福祉センター成人寮について） 

志村委員    ９ページの管理体制についてお聞きします。ここは一応リハをして社会復帰

するというイメージで捉えていますが、１００人からのいろいろな利用者さん

がいますけれども、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士は１名ずつになって

いるのですが、これは何か設置の基準とかがあるのですか。特にそういうこと

はなく１名ずつ置いているということですか。 

 

山本障害福祉課長 委員御指摘のとおりで、基準で１名置けばいいということになっておりま

す。 

 

志村委員    実際には充足していると考えていいのですか。毎日のように１人で何人もの

方を見ているということになるのか、時間を決めてリハとかもやっているのか

なと思うのですけれども、足りているのですか。 

 

山本障害福祉課長 施設の利用者さんも多ございますから、集中すると１人の作業療法士、理

学療法士に重点がいってしまいますので、時間をある程度ずらしながら、負担

が一気にかからないようにやっております。 

 

志村委員    わかりました。利用者の方というのは、何か平均ということもないのでしょ

うけれども、大体どのくらいの期間利用されて、あるいは社会復帰というか、

地域生活に行けているのかという、その辺の実績的な、統計的なものはあるの

でしょうか。 

 

山本障害福祉課長 手元にそれを示すような統計のデータがありませんので、また後日、お示

ししたいと思います。よろしくお願いします。 

 

渡辺委員長   委員各位に申し上げます。ただいま志村委員から要求のありました資料につ

きまして、委員会として執行部に要求してよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

渡辺委員長   執行部に申し上げます。ただいま志村委員から要求のありました資料につき

まして、資料作成がいつまでにできるか伺います。 

 

山本障害福祉課長 手元にないということでございますので、数時間いただければ数字を確認

してお届けできると思います。 
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渡辺委員長   本日中に提出をよろしくお願いします。 

 

山本障害福祉課長 了解いたしました。 

 

志村委員    大変お手数をおかけします。 

        こうした施設ですので、ここでリハを受けて、また日常生活、あるいは社会

生活への復帰が達成されていることがわかるようなイメージで、この施設の意

義というか、利用目的、設置目的が私たちにも理解できるようにと思っていま

すので、よろしくお願いします。 

 

 

       （山梨県立やまなし地域づくり交流センターについて） 

向山委員    まず単純な質問ですけれども、収支差額のマイナスになった分はどうやって

補填するのでしょうか。 

 

望月県民生活総務課長 収支で赤字になった分につきましては、指定管理者の負担になります。 

 

向山委員    それでは、翌年の指定管理料などで補填ではなく、指定管理者が負担するの

ですね。わかりました。 

        これを見ると、評価で貸室の利用率が予定よりも下回ったということですが、

３ページの目標値の設定方法を見ると、令和３年度は４，０００人の目標で、

利用者合計が５，７４８人、この数字だけを見ると目標値を上回っているよう

に見えるのですが、これはどういうことでしょうか。 

 

望月県民生活総務課長 利用者数につきましては、目標値４，０００人に対しまして、５，４

７８人の利用がありましたので、目標値は上回っているという状況になってお

ります。 

 

向山委員    今、課長さんがおっしゃっていただいたとおりで、１００％を上回っていま

す。けれども、６ページの収支状況で貸室の利用率が計画どおりにいかなかっ

たというのは、１００％を上回っているのに計画どおりにいっていないのです

か。これはどういうことでしょうか。そこの部分をお伺いしています。 

 

望月県民生活総務課長 利用者については目標値を上回ったのですが、貸館業務、会議室とか

多目的ホールを貸す業務が少なかったということになります。 

 

向山委員    借りる人は多かったけど、貸室業務が減ったという、そこがわからないので

すが。 

 

望月県民生活総務課長 センターを利用する方というのは、部屋を借りて利用する方だけでは

なく、コワーキングスペースとか、あるいはセミナーとかで利用する方もいま

すので、そういう方は多かったということになります。 

 

向山委員    貸会議室利用者が４，５３３人いるから、そもそもこれで４，０００人を超

えているから……、まあいいか、わかりました。 

        そもそもの目標設定が合っていたのかどうか、そこはどうなのかということ

です。コロナのことも踏まえたのであれば、もう少し指定管理料も含めて、よ

り指定管理者に委託料を上げたほうがよかったのではないかなと思うのですが、

そこら辺は、設定の部分についてはいかがでしょう。 
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望月県民生活総務課長 利用者数の目標設定につきましては、令和６年度末までに、年間５，

０００人から６，０００人ずつ利用者をふやしていくことで設定をしてござい

ます。 

        今のセンターの前の旧ボランティアセンターで、利用者数の平均が大体２万

３，０００人ほどおりましたので、それを令和６年度に達成するために、４，

０００人から８，０００人とか６，０００人とかふやしていって、令和６年度

に２万３，０００人になるような設定をしております。 

 

向山委員    わかりました。 

        自主事業について確認ですけれども、昨年度は、２事業を予定して１事業だ

け実施ということでよろしいですか。 

 

望月県民生活総務課長 令和３年度につきましては４事業をやっておりまして、まずイベント

が２事業、それから駐車場の収入、それから貸出品の収入という４つを行って

おります。 

 

向山委員    承知しました。５ページの事業運営にある、楽しい時間だった、山梨で頑張

っていこうと再確認したとか、こういうのは自主事業の感想ということでしょ

うか。 

 

望月県民生活総務課長 この利用者の主な意見は、自主事業に対するというよりも、センター

の利用者の意見ということになります。 

 

向山委員    多分、自主事業ではなくて、何かしら移住者の方のイベントがあったという

ことですね、わかりました。 

        この中で一番気になるのが、駐車場不足に対応して近隣に用意してほしいと

いうことで、これは当初から懸念されていて、自分も担当委員会だったことも

あって駐車場不足を何とか対応してほしいということを言っていたのですが、

どのように対応されていますでしょうか。 

 

望月県民生活総務課長 委員御指摘のとおり、このセンターはもともと駐車場が少ないという

ことだったのですが、開所した後、地下１階に１８台分のスペースがございま

す。ただ、会議室の利用等が重なると満車状態となってしまうということで、

そうした場合は近隣のコインパーキングの利用をお願いしております。また、

毎日ツイッターで翌日の会議室の空き状況等の情報を提供しておりますけれど

も、その際に、駐車の台数に限りがある、それから、大人数で利用する際には

乗り合わせに御協力をいただきたいというアナウンスをさせていただいており

ます。 

 

向山委員    その際にも言いましたが、近隣のコインパーキングもあるのですが、近くに

甲府市役所があるので、庁舎の開庁時間内だとなかなか難しいのですが、貸し

会議室を使うのは結構夜間に重なる部分が多いと思うので、そういうときは、

例えば、甲府市役所と連携してやったらどうかという提案をしたのですが、そ

こら辺はどのように検討されましたでしょうか。 

 

望月県民生活総務課長 センターを利用する方には波がありまして、一定のところをお借りす

るということもなかなか難しいというところもありましたが、そこはまた、申

し訳ありません、今後検討していきたいと考えております。 
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向山委員    以前、常任委員会でも提案させていただいたのですが、甲府市とやり取りし

た経過はありますか。 

 

望月県民生活総務課長 確認してみないとわからないのですが、私の知る限りでは、していな

いのではないかと思っております。 

 

向山委員    甲府市役所の駐車場は歩いてすぐですし、そのときも言ったのですが、指定

管理者自身が甲府市総合市民会館の指定管理者でもあって、甲府市とも関係の

ある事業者ですので、そこら辺で連携をしてほしいと言ったので、当時どのよ

うなやり取りがあったかも含めて、また調べていただいて、御回答いただきた

いと思います。 

 

望月県民生活総務課長 当時の状況を確認して、また資料を出させていただきたいと思います。 

 

渡辺委員長   委員各位に申し上げます。ただいま向山委員から要求のありました資料につ

きまして、委員会として執行部に要求してもよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

渡辺委員長   では、改めて伺います。いつまでに資料を用意できますか。 

 

望月県民生活総務課長 大変申し訳ございませんが、今週中まででお願いできればと思います。 

 

渡辺委員長   では今週中に御提出お願いします。 

 

志村委員    地域づくり交流センターはコロナ禍の中でオープンして、令和３年度は大変

だったと思いますけれども、とてもいい施設になっていると、私は個人的に感

じています。いい施設になったのですが、エミフルという愛称が、今のところ

全然知られていない。そもそも愛称があったのかという感じです。せっかくつ

けた愛称なので、例えば、別にありますけどぴゅあみたいなのが、ぴゅあは大

分通っています。やまなし地域づくり交流センターは長いですし、エミフルと

いうのを早く浸透していただけたらと思いますが、その辺についてはどうして

いきますか。 

 

望月県民生活総務課長 委員御指摘のとおり、愛称エミフルというのがありますが、今は、ま

ず、やまなし地域づくり交流センター自体が、まだ浸透していないということ

もあります。今、ＣＭとかでも、やまなし地域づくり交流センターというのを

前面に押し出して、とにかくそこを知ってもらうこと。それとあわせて、エミ

フルもやっていきたいと思います。今、エミフルといっても、委員御指摘のと

おり、何だそれというところがありますので、とにかく交流センターのほうを

知ってもらいたいと考えております。 

 

志村委員    わかりました。 

        それで、コンパクトな施設になって、コワーキングスペースも含めて、小さ

い貸館、会議室等、私も何度か利用させていただきました。先ほどお話にあっ

た、入館者はともかく、有料施設稼働率が目標に達しなかったということで、

コロナの影響もあるとは思うのですが、やはり、ここを上げていくということ

が必要なことだと思います。 
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        それで、今、利用の予約の開始が３カ月前からということですが、大抵の県

立施設とか市町村の公共施設は半年前から予約できます。いろいろなイベント

を打つときに３カ月前というのは、広報、あるいは募集をかけるという時期な

ので、ちょっと遅いのかなという感じがしています。指定管理者でどのような

把握をされているのかと思うのですが、コンパクトで小さな規模の会議室が多

いので、そういう意味では３カ月前でもいいのかなと思っているのかもしれま

せんし、そうはいっても、例えば、県立図書館とか甲府市総合市民会館は利用

予約が半年前です。その辺は何か課題とか、どうしていこうというところがあ

りますか。 

 

望月県民生活総務課長 委員の御指摘がありましたけれども、やはり少しコンパクトな施設に

なりますので、今のところは、３カ月前からが妥当かなと考えております。 

 

志村委員    わかりました。また利用の状況などを見ながら、私も向山委員と同じで総務

委員会だったので、利用者の方のお声を聞いて、よりよい地域づくり交流セン

ターにしていくということを何度もお聞きしているのですが、旧ボランティア

センターだったときに利用していた方、要するに、今の利用者の声も大事なの

ですが、利用していた方が求めていたことも、この地域づくり交流センターを

建設する、再整備するときに、そこもしっかり受けとめられるようないいセン

ターにしてほしいということも申し上げてきたのですが、以前は利用していた

けど、今は利用しなくなっているという可能性があるとすると、その声は拾え

ないことになります。だから、ほかのところに行っている可能性もありますし、

利用自体、あるいは活動自体が終わっているという可能性もあります。地域づ

くり交流センターを整備した以上は、広く県民の方々のニーズに応えられるよ

うな場にしていただきたいというのがあります。その一つの例を挙げれば、以

前のボランティセンターには印刷機がありました。有料で、１枚幾らで印刷で

きる。市民活動とか地域活動をするには、ＤＸとかデジタル化の時代ではあり

ますけれども、紙媒体での情報のやり取りというのもニーズが多く、コピー機

は設置していただいていているのでコピーはできます。けれども、コピーとい

うのは１枚大体１０円とかで、それを１００枚とか１，０００枚というと結構

な出費になってしまうので、印刷機は非常に助かっていたというお声を何件か

いただいています。 

        これを整備するときにも、印刷機を何とかできないのかなというお話もした

のですが、ボランティア・ＮＰＯセンターではそういうこともやらないし、で

きるとすれば、地域づくり交流センターだと思うのですが、そういう一例をと

ってみても、やはり今利用している方たちにとっての確かにニーズというのも

あるのですが、こうなったことによって利用しなくなったというニーズもきっ

とあると思います。 

        だから、そういう意味で、年間の入館者、有料施設稼働率も含めて、利用者

を５，０００人、１０，０００人と倍々にしていくためにも、いろんなニーズ

に応えられるようなセンターであってほしいと思うのですが、御見解をいただ

ければと思います。 

 

望月県民生活総務課長 利用しなくなってしまった人の声を拾うというのはなかなか難しいか

もしれませんが、利用していただいた方には、きちんとアンケートでその状況

を把握していますので、利用していただける方の御意見等をよく聞いて、今後

の運営に生かしてまいりたいと思っております。 

 

志村委員    お願いしますと言いたいところですけど、利用している人の声だけ聞いてい
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ては駄目だと思います。私が言いたいのは、あそこを利用しようと思って来る

人は、いろいろなことを利用した感想とかも述べてくれると思うのです。そこ

に求めているものは、利用したいなとか、こういうものがあったらそこに行っ

て、その場で交流したいな、活動したいなという方もいるので、くどくなって

申し訳ないのですが、今、現に利用している方以外の県民のニーズというのも

受けとめられる地域づくり交流センターに随時していってほしいと思いますの

で、そこのところを。 

 

望月県民生活総務課長 大変失礼いたしました。センターの魅力を広くＰＲさせていただいて、

１人でも多くの県民が利用していただけるような体制を取っていきたいと考え

ております。 

 

乙黒委員    確かにコロナ禍でのオープンでいろいろ苦労されているということは察して

おります。 

        ４ページの自主事業に関して、大分収入と支出のバランスが悪くなってしま

っているのですが、この辺は、何か詳細な部分がわかれば教えていただけます

でしょうか。 

 

望月県民生活総務課長 自主事業につきましては、先ほどもイベント２件と申し上げましたけ

れども、要は参加者から参加料等を取らずにやってございます。それは、自主

事業、指定管理者のＣＳＲ活動と、企業の社会的責任の活動という中でやって

おりますので、収入がなくてやっているということで、実際の収入は少なくな

っているということになります。 

 

乙黒委員    こうやって委託した先でしっかりと社会貢献を考えてイベントをやってくれ

ているという部分を、もう少しオープンにしていかないと、我々も、こういう

ところに委託をするメリットとして評価するポイントになると思います。これ

だと、単純に、何かもうけることが主眼に置かれての事業じゃないということ

がわからないですし、単純にコロナで予定していたよりも人が集まらないので

失敗したのかなとしか、データからでは伝わってきません。委託先で考えてや

っているということがあれば、そういう部分も評価の中に文言で入れて、そう

いう部分を出していただきたいと思います。 

        もう一点、管理体制で、こちらも常駐でやられている方が８名という認識で

よろしいのか、それだけお伺いします。 

 

望月県民生活総務課長 ８人が常駐をしております。ただ、毎日常駐しているわけではなくて、

午前９時から午後９時までやっていますので、８人が交代制で勤務をしている

という形になります。 

 

乙黒委員    ちなみに、ほかの仕事もしながら、兼任というような部分もあるのですか。 

 

望月県民生活総務課長 ほかの仕事はしないで、ここの専任の職員ということになります。 
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※ 山梨県緑が丘スポーツ公園、山梨県立八代射撃場、（公財）山梨県スポーツ協会【スポー

ツ振興局】関係 

 

質疑 

 

       （山梨県緑が丘スポーツ公園について）  

鷹野委員    素朴な確認でございますけれども、スポーツ公園ということで、都市公園の

位置づけになっているかと思います。午前中に説明いただいた小瀬スポーツ公

園や富士北麓公園は県土整備部が所管しており、これらは都市公園ということ

で理解するのですが、緑が丘スポーツ公園は所管がスポーツ振興局になってい

ると理解しておりますが、その経緯等がありましたら御説明いただきたいと思

います。 

 

渡辺スポーツ振興課長 都市公園につきましては、県営総合運動場等の管理委任についてとい

うことで、県知事、県土整備部から管理の委任を受けております。その中に、

緑が丘のスポーツ公園が入っておりまして、都市公園及び運動場について、効

果的な利用を図るために管理を教育委員会に委任したという経緯がございます。

教育委員会の所管だったものが、スポーツ振興局になっております。 

 

鷹野委員    経緯があり、教育委員会からの引き継ぎで、スポーツ振興局ということはわ

かるのですが……、このことについては、また質問する機会があると思います

ので、そのときにお伺いしたいと思っております。 

        あえてスポーツ振興局という、改めてスポーツの振興をつかさどる局が出て

おりますので、その辺、今まで議論があったのか、なかったのかも含めて、参

考までに教えていただきたいと思います。 

 

渡辺スポーツ振興課長 都市公園で、効果的な運営を図るために教育委員会に委任されたスポ

ーツ公園につきましては、今後、スポーツ振興をより一層図っていくこととい

たしまして、スポーツ振興局に所管が移ったものと承知しております。 

 

鷹野委員    そのことは、先ほどの説明で理解しております。その上でスポーツ振興局と

しては、ある意味総合的にスポーツ振興をつかさどるのであれば、ほかの部局

が行っている所管案件について、私は、本来であれば一元管理するほうがよい

と思っておりますので、そういう議論があったのかどうかをお聞きしたいと思

います。 

 

渡辺スポーツ振興課長 スポーツ施設の一元管理等につきましては、今、庁内で検討している

ところでございます。 

 

鷹野委員    わかりました。 

 

笠井委員    コロナになって、本当に、民間企業では売上がない、注文がないという中で

大変な思いをしていたということは、午前中にもお話ししました。その中で、

入場者がいない間に何かできること云々ということと、そのときは何もしてい

ないということでしたが、４ページのところで持続化給付金とあり、やっぱり

雇用の維持にすごく苦労して、国の制度としての持続化給付金を当てにしてい

て、午前中見たところには、それが入っていなかったので、スポーツ協会全体

で聞こうと思っていました。これを見ると、令和２年度に１０万１，５０４円

ほど収入のところに持続化給付金が入っています。 
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        午前中に聞いた中では、追加の委託料とかが、感染症に関する補填として渡

されているということでした。それで持続化給付金の申請はしていないのかな

と思ったのですが、ここには入っています。持続化給付金を申請するのであれ

ば、もっと仕事がない状況で国の制度を利用してもいいのではないかと私は思

いましたが、令和２年度に１０万円余ですから、一人分くらいの申請があって、

あとはないというのはどういうことなのか、教えていただければと思います。 

 

渡辺スポーツ振興課長 ４ページの令和２年度の持続化給付金についてお答えします。 

        令和２年度におきまして、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、利用

収入が減となったことを受けまして、指定管理者から直接国へ給付金の申請を

したものでございます。 

        これは、法人単位の申請となるため、県スポーツ協会から申請をいたしまし

て、各施設の利用収入に応じて各施設に按分したと承知しております。 

        令和３年度については、売上等も申請条件を満たさなかったために申請をし

ていないと承知しております。 

 

笠井委員    ごめんなさい。今、質問しながら、私、雇用調整助成金と間違えました。こ

の持続化給付金を勘違いしていました。 

        持続化給付金は、売上が落ちたときの補填でしたね。わかりました。その申

請を施設として利用したということで、承知いたしました。 

 

向山委員    これもことしの総務委員会中で出ていた話ですけれども、自民党の政調会で

もスポーツ協会からいろいろな聞き取りをさせていただく中で、緑が丘スポー

ツ公園の冷暖房に関しての検討をしていただきたいという話がありましたが、

ここは特別委員会なので、改めてお伺いします。 

        この暑い猛暑を過ごす中で冷暖房はすごく重要だと思うのですが、そこにつ

いての取り組みは、どのように行われていますでしょうか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 委員御指摘の冷暖房の整備につきまして、まず、猛暑対策ということ

で、施設利用者には熱中症の予防となるように、指定管理者で窓の開放とか換

気等を行っていると聞いております。 

        指定管理者からは、ほかにも修繕要望が出ているわけですけれども、そうい

ったものは、冷暖房費も含めて利用者サービスの観点等から優先順位をつけて

修繕を実施していくものと承知しております。 

        屋上防水や外壁塗装、それから冷暖房施設の設置などの大規模な修繕につき

ましては、県土整備部におきまして、長寿命化計画を策定しており、大規模な

修繕について計画的に実施していると承知しております。 

 

向山委員    そうですね。スポーツ振興局の部分と県土整備部の部分があるので、そこは

難しいところです。もし冷暖房を設置することになれば、県土整備部でやると

思うのですが、昭和３９年の施設ということで、６０年近くたっている、なか

なか古い施設になってきていると思います。そこについて利用者、特に関東大

会とか小中学校、中学のバスケットなどをやるときに、冷暖房がないというの

は、すごくネックで、何年か前にやったときは、大型の扇風機を入れて冷やし

てもらったということもありました。これだけの猛暑で、なおかつ緑が丘を使

うときには、利用団体に対して何かサポートとか補助とかはあるのですか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 利用団体に対する、猛暑などのサポートや補助等については、現状ご

ざいませんが、そのときの状況に応じまして、指定管理者で大型扇風機による
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換気などで対応するとともに、利用者の皆様には熱中症に留意してくださいと

いうことで注意喚起を行うなど、運用で適切に対応していると承知しておりま

す。 

 

向山委員    承知しました。これだけの暑い夏を迎えていますので、状況に応じて指定管

理者とも相談をした上で、利用者の皆さんになるべく負担感がないような形で、

特に大会などがあるときですけれども、ぜひ、スポーツ振興局としてもサポー

トしていただきたいと思います。 

        プールについても確認したいのですが、今、プールについては、今後も改修

とかの予定は全くないのですか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 プールにつきましては、当面、予定している改修計画はございません。 

 

向山委員    利用者からの改善要望について、協会はもちろんあるのですが、利用者から

の改善要望を何か把握している部分がありますか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 利用者からは、プールに関することではありませんが、ネットでの予

約ができるといいというような意見がございます。 

 

向山委員    老朽化していることも含めてですけれども、施設面で何かもっと県としてこ

うやってほしいとか、こういう施設を直してほしいというような要望を把握し

ていることはありますか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 屋内プールにつきましては、蒸気の配管等がむき出しになっていると

ころがございまして、その見た目の話ですとか、さびている感じがございます

ので、そこについて御指摘をいただくことはあろうかと思うのですが、特に、

こちらに声は届いておりませんが、改修できるかどうかや、どういった対応が

必要かということを、今、検討しているところでございます。 

 

向山委員    わかりました。また、いろいろとまとめてお伺いしたいと思います。 

        総括審査でお伺いする部分について確認したいのですが、今、甲府市へ体育

館の移譲の話は、何か定期的に協議する場を設けているのでしょうか。なけれ

ば、直近では、いつどのような話をしているのか、そこをお伺いします。 

 

渡辺スポーツ振興課長 甲府市への移譲につきましては、県土整備部が窓口となっておりまし

て協議を行っていると聞いております。 

 

向山委員    そうすると、ここだと質問できませんね……、わかりました。 

        県土整備部に確認をして、ここで回答をもらうことは可能ですか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 先ほど、県土整備部が窓口となって協議をしていると御説明いたしま

したけれども、いつ協議をしたかということにつきましては、直近では令和４

年２月に行ったと聞いております。 

 

 

       （山梨県立八代射撃場について） 

鷹野委員    ９ページの利用者アンケートでありますけれども、利用者が全部で７２９名

ということですが、アンケートに属性が分類されると思いますので、この辺の

詳細なデータがありましたらお教えいただきたいと思います。もしくは資料提
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供をお願いしたいと思います。 

 

渡辺スポーツ振興課長 今、手元にございませんので、後日、資料を提出いたします。 

 

渡辺委員長   委員各位に申し上げます。ただいま、鷹野委員から要求のありました資料に

つきまして、委員会として執行部に要求してもよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

渡辺委員長   改めて伺います。執行部に申し上げます。ただいま、鷹野委員からの要求が

ありました資料につきまして、資料作成がいつまでにできるのか、お伺いしま

す。 

 

渡辺スポーツ振興課長 次回の部局審査までには御用意したいと思っております。 

 

渡辺委員長   よろしくお願いします。 

 

志村委員    スポーツ施設もいろいろありますけれども、利用者数で施設の稼働率といい

ますか、施設の利用状況で施設の判断をしていくというのは、実はなかなか難

しい面もあると感じています。 

        八代射撃場については、スポーツ協会も大変御苦労されていて、施設も大分

古くなっていますし、いろいろな部分で細かな改修等もお願いしてきた経過も

あります。ビームのところに小さい換気扇をつけていただき、コロナ対策も行

う中で、実はライフル射撃の競技人口は少ないながらも減ってはいなくて、国

体等も含めて、地元の笛吹高校も甲府城西高校もライフル射撃に力を入れてや

ってくださっています。将来に向けて選手の育成をしていくという部分では、

八代射撃場の設備をきちんとしていく必要があると私は感じています。 

        その中で、エアーの射場の屋根の改修ということもお聞きをした記憶がある

のですが、具体的な内容とかスケジュールを参考に教えていただきたいと思い

ます。 

 

渡辺スポーツ振興課長 エアーライフルの射場の屋根の改修につきましては、多額の経費を要

することから、なかなかすぐには対応できない状況でございます。 

        費用や効果を検討しながら、研究していきたいと思っているところでござい

ます。 

 

志村委員    調査というか、何か委託に出す予定がありませんでしたか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 確認をいたしまして追って御回答いたしますので、お時間をいただけ

ますよう、よろしくお願いいたします。 

 

渡辺委員長   それは、後ほどお答えください。 

 

志村委員    ライフル射撃も競技のレギュレーションなどがいろいろと変わってきまして、

エアーは、屋内施設で、１０メートルのエアーで、電子標的をということにな

ってきて、国体なんかも電子標的じゃないとできない。 

        先般もインターハイ予選がありましたけれども、紙の標的が戻ってくるとき

にどきどきしながら待つのもいいのですが、電子標的では一斉に結果が表示さ

れる。これは、私は前にも言いましたけど、他県の射撃場を見にいっても、電



R4.7.12 指定管理施設・出資法人調査特別委員会会議録 

- 29 - 

子標的になっているところは利用環境もよくて、利用者もふえている。都内で

ライフル射撃をやっている方々のお話を聞いても、八代の立地は非常にいいと。

だから、電子標的が整備されれば、合宿とかの利用も含めて、ぜひ来たいとい

うようなお声も聞いています。電子標的を一遍に入れるのは無理だと思います

し、３９射座あるので、最低１０射座ずつくらい計画的に整備していくくらい

の長寿命化計画はありますけれども、県立の八代射撃場は、もう少し、そうい

う意味で施設整備をする中で利用者をふやしていくという考え方に切り替えて

いっていただきたいと思います。これは総括審査でもお聞きしたいと思ってい

るので、今の時点でお答えできることがあればお願いしたいと思います。 

 

渡辺スポーツ振興課長 電子標的の設置に関しましても多額の経費がかかってしまいますこと

から、緊急性や必要性とか利用者ニーズを総合的に判断して対応してまいりた

いと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

志村委員    利用者ニーズということであれば、協会としても、２０１９年に県に要望を

出していますので、その辺も踏まえていただいて、ぜひお願いしたい。 

        ビームライフルがライフル射撃の窓口というかファーストステップとして、

高校生も含めてやっていただいていて、高校になって初めてライフルを持つ、

ビームライフルを持つというお子さんが多いです。多いのですが、そこから競

技の楽しさや意義を感じて、将来エアーに移っていただく。これが競技として

のライフル射撃と、それから猟友会も含めて、狩猟にも効果的ということもあ

りますので、広い意味でのスポーツ振興も含めてですけれども、ライフル射撃

のある八代射撃場の整備は、よくよくスポーツ協会にも管理をお願いしていま

すけれども、射場の整備ということが、まず利用促進の第一番だと思いますの

で、そこのところを改めて検討願いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 委員御指摘のとおり、高校生にビームライフルから入っていただいて、

エアーで競技、それから狩猟、そういった効果も認識いたしまして、今後、検

討して対応してまいりたいと思っております。 

        先ほどの志村委員からのエアーライフルの射場の屋根工事につきまして確認

が取れましたので、発言をさせていただきます。 

        令和４年度、営繕課が長寿命化工事として実施をするということで、屋根の

塗装工事を実施するということでございます。 

        工期につきましては、７月末から１１月末までと聞いております。 

 

志村委員    ありがとうございました。今の話はビームの屋根です。エアーの射場とビー

ムの射場があって、エアーの射場は、御案内のとおりビニールハウスの屋根み

たいな屋根です。確かにお金もかかりますけれども、将来的には、屋内のエア

ーライフル射場にしていただきたい。その辺について、今後の検討も提起して

いきたいと思っていますので、多分、そちらのビームの屋根の塗装という意味

でよろしいですよね。 

 

渡辺スポーツ振興課長 志村委員の御指摘のとおりでございます。 

 

笠井委員    基本的なことかもしれませんが、一点確認させてください。 

        ４ページの支出にある県への納付金についてです。これ、ほかの施設でも令

和３年度は収支差額と同額になっているので、利益の部分を折半して県に戻し

ているようですけれども、これは利益の半分を県へ納付するということを明文

化されて、令和３年度からしていらっしゃるということですか。 
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渡辺スポーツ振興課長 指定管理者と県で結ぶ基本協定書に明文化されていると承知しており

ます。 

 

笠井委員     令和３年度から、そういった協定を結ばれたということでよろしいですか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 確認して追ってお答えいたしますので、お時間をいただきますよう、

よろしくお願いします。 

 

飯島委員    私はライフルの経験はないのですが、こういう施設があって、これからも普

及振興を図るという観点からだったのですが、当然、コロナ禍で利用が少ない

のはわかるのですが、そもそも、ライフルに対しての競技人口、あるいは利用

客の男女比を把握しているのですか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 まず、利用者数でございますけれども、男女比は把握しておりません

が、令和３年度は県内が６１２人、県外が１１７人、合計で７２９人となって

おります。 

        続きまして、競技人口でございますが、全国では６，８８６人、山梨県では

９４人でございます。４７都道府県のうち１９番目となっております。 

 

飯島委員    ありがとうございました。私が何を言いたいかというと、最近、ゴルフをや

る女性も多い、山登りをする女性も多い。コロナ禍で全体的な数は少ないので

すが、今、女性をターゲットにした普及促進をやるべきだと思っています。そ

ういう戦略が、どうも見られないということもあってお伺いしたのですが、そ

うすると、例えば、女性がふえれば男性もふえていくというか、将来的に、コ

ロナもなくなって男女がふえれば、全体的にふえると思います。そういった中

で、女性がふえるとトイレもきれいにしなきゃいけない。 

        元に戻って、女性をターゲットにすることに関しては、今、あんまりお考え

になっていないという理解でいいですか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 女性がいきなりエアーライフルに入ってくるのは難しい部分もあった

りすると思いますけれども、まずは高校生の部活動の中で取り組んでいただい

ているというのはございます。 

        あと、一般の女性の方につきましては、ビームライフルの射場もあったりす

るものですから、レジャー目的等な感覚で、気軽にお立ち寄りいただいて、楽

しんでいただくというものもあります。 

        そういった形で、トイレとかも洋式化する中で、今後、女性の方を大切にし

ながら、広範囲にＰＲをしていきたいと思っております。 

 

飯島委員    ありがとうございます。まさに、２ページの運営目標の達成状況の中に、主

な利用者である高校生や大学生などの利用が減少したことが一つの原因とある

のですが、高校生とか若年層の人たちもやる機会があるので、そのときに高校

生も大学生も、女性、女子高校生、女子大学生がいるわけですから、おっしゃ

ったように、そういうことを促進していただきたいなと思います。 

 

渡辺スポーツ振興課長 高校生、大学生等の合宿につきましては、コロナの影響で利用自粛だ

ったことから減っている状況もございますけれども、委員御指摘のように、今

後は積極的に再開して参りますので、その辺も、今までのお客さんに向けて、

それから、また関東近県の大学生等に積極的に利用していただけるよう、積極
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的にＰＲに努めていきたいと思っております。 

 

渡辺委員長   ４ページの県への納付金について、先ほど笠井委員から、令和３年度から明

文化されたか否かについての質問があった件についてお答えはできますか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 現契約は、平成３１年１月３１日付で締結をしてございます。変更契

約を令和３年３月１７日付で締結をいたしまして、利益の５０％を納付するこ

ととなったということでございます。 

 

 

       （（公財）山梨県スポーツ協会について） 

向山委員    きょう一日、いろいろお伺いをして、先ほど、鷹野委員からあった部分が本

当に疑問を持つのですが、やはりスポーツ事業として考えたときに、公園管理

は県土整備部、都市公園ということは重々わかるのですが、県としてもスポー

ツコミッションとか、いろいろなスポーツ事業をやっているときに、スポーツ

協会との連携が重要になってくると思います。 

        そうしたときに、やはり窓口を一本化して、スポーツ振興局としてスポーツ

協会と、少なくとも、きょう審議したスポーツ協会が指定管理を受けている施

設については、所管をしっかり一本化するべきかと思っています。これは総括

審査でまたお伺いをしますけれども、現状、そういった議論が県庁内、部局間

を応じて、そういったことの議論は行われているかどうかを確認したいと思い

ます。 

 

渡辺スポーツ振興課長 ただいま県土整備部とスポーツ振興局で議論を行っておるところでご

ざいます。 

 

向山委員    ぜひ、わかりやすい形で行っていただきたいのと、あと、これを見ますと、

スポーツ協会も一定程度の資産と財産を持って事業を行っていますので、県と

タッグを組んで、自由度の高い中で取り組んでいけるように、スポーツ協会も

自主事業として取り組んでいけるような形を県としてもサポートしていただき

たいと思っています。 

        確認ですが、役員の皆さんは、各競技団体の会長、あるいは役員が理事に名

を連ねているという認識でよろしいですか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 理事とか評議員に各競技団体の役員さんが名を連ねているという、お

おむねそういう状況でございます。 

 

向山委員    スポーツ協会が行っている補助事業があると思うのですが、それとスポーツ

振興局がやっている補助事業、その両方があると思うのですが、現状で、スポ

ーツ協会がやっている、特に子供たちへの補助事業の一覧、小中高とかのこう

いう事業に対して、こういう補助制度をやっていますとか、スポーツ協会独自

の補助とか支援制度があれば、簡単でいいので資料で、制度の内容を一覧でま

とめたものを御提示いただけるとありたがいと思います。 

 

渡辺委員長   執行部に申し上げます。ただいま向山委員から要求のありました資料につき

ましては、資料は作成できますか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 作成可能でございます。 
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渡辺委員長   いつまでにできますか。 

 

渡辺スポーツ振興課長 次回の部局審査までには御用意したいと思います。 

 

渡辺委員長   それでは、改めて委員各位に申し上げます。ただいま向山委員から要求のあ

りました資料につきまして、委員会として執行部に要求してもよろしいでしょ

うか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

渡辺委員長   それでは、改めて委員会として、執行部に要求いたします。 

 

 

以 上 

 

指定管理施設・出資法人調査特別委員長  渡辺 淳也 


